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   A 15 years old male sought a medical care because of sudden onset of a severe pain in the 
right testicle which began while sleeping. 
   12 hours after the onset, unilateral orchiectomy was done. Section of the removed organ 
presented a picture of subacute vascular damage, for which spontaneous testicular infarction 
was diagnosed, and torsion of the spermatic ord was considered to be the cause.
睾丸梗 塞を来たす原因 としては,睾 丸捻転症
が多 く,そ の報告も多数見 られ るが,睾 丸捻
転痘を伴 わな恥聖究梗 塞症 は比較的稀 である。



















瞭,体格 栄養共に中等度,胸腹部に理学 的著 変 な
く,噛腰部及び下腹部に抵抗及び圧痛等の所見は認め














































睾丸捻 転症 は珍 らしいものでな く,本 邦に於
いて も現在迄の報告 は130例を越えて居 り教室
の的場等 も,1昨 年 その1例 を報告 した.
しか し睾丸捻転症を伴わない睾丸 梗 塞 症 は
1887年,Volkmam1の報告 に始 まり欧米 でも
現在迄50例を数 えるに過 ぎない ようである.
本 邦では1931年梶谷鑛の報告が最初 で,広 川
(1957)が自験例 を含 め13例を蒐集 し て い る
が,そ の後,南(1957)等6例 の報告 が相次
ぎ.水 本,河 西(1961)は19例を集録 してい
る.同 氏等の集録 した表 に私 の症例 を加 えて表
に示す

























































内精動 脈 栓 塞







局 所 所 見 原 因
貧 血 性 壊 死








出 血 性 梗 不明なるも高度の
塞 壊 死1精 索捻転?
壊 死 精 索 捻 転?
貧 血 性 壊 死 …不 明
　 　






























































られ る 点 は 睾丸捻 転症 と同様で,Winstead
(1953)は68%が10～30才の間にみ られ るとし
てい るが,本 邦20例の最高年令は40才・最低2
才 ・平均年 令19.7才となつている.外 国に於 い
ては最 高Maschke(1910)の64才・ 最低 は新
産 児を除 き,Lauenstein(1884)の生後5週 と
され てい る.
患側は右側3例 のみで,不 明1例 を除 き・他
は悉 く左側 に発生 している.
本症の原因乃至誘 因 としては,Winsteadは
精索の圧迫,屈 曲,外 傷,重 いもの挙上,冷 え
込み,便 秘,そ の他原因不明の血栓及び栓塞 を
挙げ,そ の他動脈硬化,伝 染性疾患,全 身性消
粍疾患,脱 腸帯の圧迫等を挙 げてい る.し か
し,本 邦例の うち,原 因の明 らかなも の は4
例,外 傷又は睾丸 精索捻転の疑いあるもの10
例,全 く原因不明の もの6例 となつて居 り,血
管の変化 としては,内 精動脈栓塞又 は圧挫2,
静脈血栓又 は静脈瘤4,閉 塞所 見な し6,と な
つて居 り,本 症例は器械的圧迫に よる亜急性循
環 障害 の所見であった.
Lubasch(1927),岩下(1939)等はその臨
床症状及 び組織所見が捻転症 と極め て類似 して
いる点か ら,軽 度 の捻転発作 の反覆 により捻 転
部血管に器質的変化を来た し,血 栓を形成 し,
捻転が 自然に修復 された場 合が考 えられ るが,
これは捻 転後反応性炎症の為 に周囲 と癒着 を来
た し捻転 との関係が明 らかにし得なかつた為 で

















浮 腫 と 壊 死
浮 月亟 と 壊 クビ
梗 塞
出 血 性 梗 塞
梗 塞 壊 死
実 質 性 出 血硝
子 様 変 性
梗 塞
出 血 性 壊 死
出血 性 壊 死
精細管の器質化
出 血 性 梗 塞
出 血 性 梗 塞
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